研修会出欠席確認書

　　　　　　　　　　　　『返信先』　FAX　０４２－７６６－４７９３
　　　介護老人保健施設のどか　　勝又博幸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
施設名　　　　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　　
ご案内が大変遅くなってしまい申し訳ございません。

平成２４年度神奈川県老人保健施設協会リハビリテーション部会　第１回新入職者研修会を７月２２日（日）に開催します。
平成２４年度の介護報酬改定では国が高齢者の在宅復帰と在宅生活を支援する方向性を強く打ち出し、介護報酬もその方向性を色濃く反映する結果となりました。また、介護老人保健施設は高齢者の在宅生活を支える中核施設としての役割を担う責任も強調されました。では、高齢者が地域の中で生活するための本当に必要とされる支援とは何なのでしょうか。老健で働くリハ職はその中でどのような役割を担うべきなのでしょうか。そして、今我々は本当に必要とされる支援を提供出来ているのかもう一度考えるべきなのかもしれません。
今回の研修会は、“主体性”をキーワードに「してもらうリハビリ」から「やりたいリハビリ」へ、をメインテーマとし、お二人の先生をお招きしました。第一部は「主体性を高めるための集団活動の具体的方法」と題し、神奈川県立衣保健福祉大学の小河原格也先生にご講演いただきます。第二部は同大学の友利幸之介　先生に、先生の開発された作業選択意思決定支援ソフトADOCのご紹介も交え、ご利用者主体のリハビリテーションのあり方についてご講演いただきます。
先生方のお話のより本当に意味のあるリハビリテーションとはどういうことなのか。考え、学べる機会になるのではないかと思います。是非多くの部会員の皆様にご参加いただきたいと存じます。
神奈川県老健協会リハビリ部会HPにも案内を掲載いたします。ご参照ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＊ご案内が遅くなってしまった為、今回の研修会は当日参加可といたします。

一応の目安として出欠席確認をさせていただきます。７月２０日（金）までに出欠が決まっている方は下記にご記入の上ご返信ください。
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